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株式会社オリジネーターの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、以下の通り、株式会社オリジネーター（以下、「オリジネーター」といいます。）の全株式

を取得し、100%子会社化することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１. 株式取得の目的と背景 

当社は、ダイレクトメール事業（DM発送代行サービス・EC事業者等の物流支援を行うフルフィル

メントサービス）とインターネット事業（WEBメディア運営・WEBコンサルティング）を主要な事業と

して展開し、特にEC事業者様に対するトータルソリューションの提供に注力してまいりました。 

近年、国内では少子化に伴う人手不足が深刻化する一方、企業の採用ニーズとして特に「理系人

材の不足」が深刻化しており、その需要は増大の一途をたどっています。このような構造的な課題を

背景に、即戦力となる高度外国人材の活用は、企業の持続的成長に不可欠な経営戦略となっています。  

実際に、日本国内の留学生数は2025年６月末に43万人を突破し、高度な専門知識を持つ「技術・

人文知識・国際業務」の在留者数の合計は、2020年末の約283,000人から2025年６月末には約458,000

人へと約５年間で1.6倍に拡大しており、市場のニーズは極めて旺盛です（出入国在留管理庁：「令和

７年６月末現在における在留外国人数について」）。 

このような背景のもと、当社は、既存事業との強力なシナジーを創出し、中長期的な企業価値向

上を実現するため、高度外国人材の紹介・活用支援において豊富な実績とノウハウを持つオリジネー

ターの全株式を取得し、子会社化することを決定いたしました。これにより、高度外国人材紹介事業

という新たな収益の柱を確立し、事業領域を抜本的に拡大します。 

 

２. 本件買収によるシナジー効果 

本買収により、当社が長年にわたり築き上げてきた4,000社を超える顧客基盤に対し、オリジネー

ターが培ってきた高度外国人材の紹介ノウハウを組み合わせることで、以下の点で強力なシナジー

効果を発揮します。 

(１) マーケティング領域への人材供給（ソリューションの深化） 

当社の主要顧客であるDM発送代行サービスの利用事業者やEC事業者に対し、IT・デジタル分野



の即戦力となる高度外国人材を供給することが可能になります。これにより、従来の「マーケテ

ィング課題の解決」に加え、「人材不足の解決」までを統合したソリューションを提供し、顧客企

業とのエンゲージメントを強化します。 

(２) 人材事業を通じた収益基盤の多角化 

成長性が高く景気変動の影響を受けにくい人材紹介市場に参入することで、安定的な収益の柱

を確立し、当社の事業ポートフォリオを強化します。 

(３) グローバルな事業展開への布石 

オリジネーター社が持つ高度外国人材の広範なネットワークは、今後の越境EC支援や海外市場

に向けたWEBコンテンツマーケティングなど、当社のグローバル展開の土台となります。 

 

３. 異動する子会社（株式会社オリジネーター）の概要 

(１) 名称 株式会社オリジネーター 

(２) 所在地 東京都渋谷区千駄ヶ谷４-19-12 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 長谷部 裕樹 

(４) 事業内容 外国留学生を中心とした高度外国人材の採用サポート事業。日

本語能力 N2以上の高度人材が中心の就活プラットフォーム「リ

ュウカツ」を運営。利用者合計は約 17,000人、特に国公立理系

専攻の留学生が多く利用。大手グローバル企業を中心に約 500

社の利用実績を有する。 

(５) 資本金 10,000千円 

(６) 設立年月日 2001年 12月４日 

(７) 大株主及び持株比率 代表取締役による 100%保有 

(８) 上場会社と当該会社の関係 資本関係：該当事項なし。 人的関係：該当事項なし。取引関

係：該当事項なし。関連当事者への該当状況：該当事項なし。 

 

４.日程及び譲渡株数 

(１) 株式譲渡実行日  2026年２月２日 （予定） 

(２) 譲渡株数    200株 (発行済株式全量、議決権割合100%) 

 

５. 今後の見通し 

本件買収に伴い、当社の当期連結業績に与える影響は軽微であると見込んでおりますが、中長期的

な企業価値向上に大きく貢献するものと確信しております。今後、公表すべき事項が生じた場合には、

速やかにお知らせいたします。 

以 上 


